
 
新型コロナウイルスに不安を抱える妊産婦への支援の強化について 

 
                                 

１ 趣旨 

新型コロナウイルス感染症の流行下において，妊産婦は，本人の感染や出産への影響，新生児

の健康管理等について不安を抱えるとともに，帰省分娩や立会分娩等が制約されるなど，産前・

産後に周囲のサポートが得られにくく，強い孤独や不安感を抱えやすい状況となっている。 

そのため，不安を抱える妊産婦が安心して妊娠・出産・育児ができるよう，助産師によるオン

ライン相談体制を整備するとともに，新型コロナウイルスの感染が確認された妊産婦に対して，

退院後に，助産師等が寄り添った支援を行うための支援体制を構築する。 

 

２ 取組内容 

（１）助産師によるオンライン相談体制の整備（令和２年度６月補正「妊産婦総合対策事業」） 

広島県助産師会所属の助産師が，妊娠中の不安や出産，産後の育児の悩み等に対して，無料

オンライン相談により幅広く支援するとともに，特にケアを要する妊産婦に対しては，市町と

連携して適切な支援につなげる仕組みを構築する。 

名 称 「ひろしま助産師 オンライン相談」 

相談受付 
令和２年７月１７日（金）から受付開始 

受付時間：月曜～金曜（平日） ９時～１７時 

相談日時 
事前予約制 

相談時間：９時～２１時（土・日・祝日でも相談可能） 

申込窓口 

別紙リーフレットのＱＲコード又は専用電話（０８０－５６１１－０８７４） 

広島県助産師会ホームページ（https://hiroshima-josanshikai.com/） 

からも，専用申込フォームにアクセスできます。 

相談内容 

・妊娠中の健康管理や生活における不安 

・出産に関する不安 

・産後の母体の健康管理や授乳，育児技術に関する不安 等 

    

【図１：助産師によるオンライン相談支援の流れ】 
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（２）感染した妊産婦に対する寄り添い型支援（令和２年度６月補正「妊産婦総合対策事業」） 

   新型コロナウイルスに感染していることが確認された妊産婦に対して，退院した後，助産師

と市町の保健師等が連携して，オンラインや訪問等により，継続的にきめ細かな支援を実施す

る体制を構築する。 

 

【図２：感染した妊産婦に対する寄り添い型支援の流れ】 

 

３ 新型コロナウイルスに対応した妊産婦等へ支援の状況 

   新型コロナウイルス感染症の流行に対応し，県ではこれまで次の取組を実施している。 

これらの取組も継続し，多角的な相談・支援体制を構築して，妊産婦や子育て家庭の孤独や

不安の解消に努めるとともに，市町と連携して適切な支援につなげる。 

取組名称 取組内容 実施状況等 

オンラインおしゃべり広場 

【令和２年４月 27日開設】 

・地域子育て支援拠点における親

子の交流・相談や市町のネウボ

ラ・母子保健窓口での保健指導，

個別相談等をオンラインで実施 

実施市町数：23市町 

妊産婦向け相談窓口の設置 

（女性の健康相談窓口の拡充） 

【令和２年５月 18日から】 

・新型コロナウイルスに関する妊

産婦の相談対応を追加するとと

もに，相談対応日を追加 

電話相談件数 

５月：15件，６月：23件 

産後ケア事業等の利用者負担

の軽減措置 

【令和２年５月１日から】 

・市町が実施する産後ケア，産前・

産後サポート事業等の利用者負

担の半額を助成 

実施市町数：19市町 

うち三次市，東広島市，海

田町では，市町支援を追加

して利用者負担を無料化 

 






